
第４１回 三重県少年少女空手道選手権大会実施要項 

（兼 全日本少年少女空手道選手権大会 予選会 ）  

 

     

１．日 時 

令和７年５月１１日（日） 受付 ８：00～９：００  開始 ９：００  

（役員と選手は ８時３０分までに集合して､受付を済ませること） 

２．会 場 

三重交通 スポーツの杜（スポーツガーデン鈴鹿）体育館 

鈴鹿市御薗町 1669−１       ＜TEL＞059-372-8850  

 

３．主 催   三重県空手道連盟  

              

４．後 援   （公財）全日本空手道連盟  中 日 新 聞 社  三 重 テ レ ビ 

       三 重 県 

５．試合種目  

  男 子 女 子 

 小学１年生 組 手 形 組 手 形 

 小学２年生 組 手 形 組 手 形 

 小学３年生 組 手 形 組 手 形 

 小学４年生 組 手 形 組 手 形 

 小学５年生 組 手 形 組 手 形 

 小学６年生 組 手 形 組 手 形 

 注）参加者が少数の場合、種目の混成で実施することがあります。 

 

６．競技規定 

  競技は（公財）全日本空手道連盟競技規定及び細則、三重県空手道連盟の申し合わ 

  せ事項により行う。 

 

７．参加資格 

  以下の（イ）（ロ）（ハ）（ニ）を全て満たすもの 

（イ） 三重県内の在住者 

（ロ） 三重県空手道連盟の会員 

（ハ） 全日本空手道連盟の会員 

（ニ） （新学年）小学１年生～６年生 

  （帯の色などの資格制限は設けない） 

  選手の保護・管理責任者は、全空連と三空連の登録者（空手指導者）でなければ 

ならない。 



８．出場費 

  １名につき   １種目のみ ３，５００円  ２種目 ４，５００円 

 

 

９．安全具の着用 

  組手試合において、選手は（公財）全空連検定の安全具を用意して、必ず着用しな

ければならない。 

着用していない場合は、出場を認めないので注意すること。 

 

男 子 ニューメンホー ボディプロテクター インステップガード 

女 子 リバーシブル拳サポーター シンガード      

男子のみ セーフティカップ    

組手選手 任意でマウスシールド等を使用してもよい。 

（注意） 男子１・２年生のセーフティカップ着用は指導者の判断に委ねる。 

  ボディプロテクターは道衣の中に着用する。 

 

１０．安全対策 

①指導者は選手の健康に注意して､体調が不十分な（発熱・頭痛・咳・めまい・ 

負傷などの）選手の参加を自粛させること。 

②傷害保険は参加選手に主催者が一括して掛けます｡ 

・死亡・後遺症保険金額    ２００万円 

  ・入院保険金日額      ３，０００円 

  ・通院保険金日額      ３，０００円 

③出場選手が競技中負傷した場合は､主催者側で応急処置をします。 

以後の治療については本人が行なうものとします｡ 

選手は必ず「健康保険証」を持参して下さい｡   

   

１１．服装について 

 （1）道衣 

①空手道衣は白無地一色として、ストライプやふちどりのあるものは禁止する。 

②空手道衣の左胸の会派マークや文字は白布または白テープで隠す。 

隠してない選手は出場を取り消す。  

③ウエストを帯で締めたときの上着の長さは、腰を覆うほどの長さとして、 

大腿部の４分の３までとする。 

女子の場合、空手道衣の下に白無地のＴシャツを着用することが出来る。 

④上着の袖の長さは最長、手首までとし、前腕の中程より短くてはならない。 

上着の袖をまくり上げてはならない。 

上着の紐は試合前に結んでおかねばならない。 

⑤ズボンの長さは、少なくとも脛（すね）の３分の２を覆うほどの長さとし、 

踝（くるぶし）が隠れてはならない。また裾をまくり上げてはならない。 



⑥ゼッケン番号として白布に番号を記入して、背中に糸で縫い付けること。 

（安全ピンは使用してはならない） 

 （２）帯  

①個人所有の赤・青帯（マイ帯）の使用を許可する。 

所持していない選手は、三空連所有の赤・青帯を使用する。 

②帯の会派文字などを隠すことは任意とする。 

 （３）服装違反のペナルティ 

  ①競技者が不適当な（規定に反する）服装で競技場に現れた場合、早急に（規定は 

１分の間）服装を正さなければならない。 

  ②服装規定に違反する場合は、失格とすることがある。   ＜背番号のサイズ＞ 

 

１２．表 彰 

   形・組手の競技種目について、次の通り表彰します。 

（優勝：１名、準優勝：１名、第３位：１名、第４位（敢闘賞）：１名） 

尚、参加人数の多い種目は、第５位に優秀賞を授与します。    

 

＜ 参加の見合わせについて ＞ 

（１）参加者の体調がよくない場合（発熱、咳、咽頭痛など）の症状がある場合は 

参加しない。 

（２）同居家族や身近な知人に感染が疑われている場合は参加しない。 

（３）選手及び大会関係者で過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間 

を必要とされている国や地域等への渡航、又は当該在住者との濃厚接触がある 

場合は参加しない。 

（４）当日、検温で 37.5℃以上の場合、入場不可とする。 

 

１４．観戦について     

・昼食は選手各自で用意すること｡     

・競技役員や運営委員・スタッフ、選手以外はアリーナ内への立ち入りを認め 

ない。 

 

１５．全国大会について 

全日本少年少女空手道選手権大会について      

    ①出場資格などの説明 



閉会式終了後に、第４位（敢闘賞）まで入賞した選手に対して、事務局から 

説明を行います。 

入賞した選手が所属する団体の責任者および保護者も一緒に説明を聞いて 

ください。 

（説明を受けていない場合は、大会出場の権利を失う場合があります。） 

    ②出場条件（公認級または公認段の取得） 

全国大会に出場する選手は、全空連の公認段位又は級位の取得が必須である。 

 

 

 

 

          

 

１6．三重県空手道連盟 実行委員会への大会参加申込み 

 （１）締切日       

申込&振込：3 月２３日（日） ２０：００まで メール必着 

 

〒5１３-0８１３ 鈴鹿市北玉垣町２００１－１６６  

大会実行委員長 山野 友宏 

           TEL：0８０-３０６３-５３２２ 

ＰＣメールアドレス： t_yamano@mecha.ne.jp 

締切日以降の申し込みは受付しませんので、早めにお願いします。 

（２）記入要項 

    別紙「大会出場選手取りまとめ手引き」をご参照ください。 

                              以上 

令和５年度から全国大会申し込み前に（年３回の予定）、公認級位の発行 

手続きを行う。ただし、公認段位の審査・申請手続きは従来通り 

年２回（６月、２月）のみとする。 


